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3月
定例会

令
和
４
年
度 

各
会
計
予
算
案
等
29
件
の
議
案
を
可
決

● 

令
和
４
年　
第
１
回 

定
例
会
を
終
え
る 

●

　

令
和
４
年
恵
庭
市
議
会
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
17
日
か

ら
３
月
22
日
ま
で
の
34
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
令
和
４
年
度
の
各
会
計
歳
入
歳
出
予
算
を

は
じ
め
、
令
和
３
年
度
の
補
正
予
算
、
財
産
の
取
得
及
び
条

例
の
一
部
改
正
な
ど
の
議
案
29
件
、
決
議
案
１
件
が
提
案
さ

れ
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
２
月
22
日
、
24
日
、
25
日
の
３
日
間
行
わ

れ
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
３
月
２
日
か
ら
４
日
に
各
会

計
歳
入
歳
出
予
算
の
個
別
質
疑
が
、
３
月
15
日
か
ら
17
日
に

各
会
派
に
よ
る
代
表
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
定
例
会
で
閉
会
中
の
審
査
と
さ
れ
て
い
た
２
件
の
陳
情

は
、
審
査
の
結
果
２
件
と
も
に
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

意
見
書
は
３
件
が
本
会
議
で
可
決
さ
れ
、
衆
・
参
両
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
関
係
各
大
臣
に
送
付
し
て
お

り
ま
す
。

議
決
し
た
議
案

令
和
４
年
度 

予
算

議
決
し
た
議
案

令
和
３
年
度 

補
正
予
算

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
水
道
事

業
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計
な
ど
全

　

10
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
額
及
び
議

決
状
況
は
下
表
（
前
年
度
予
算
額
は

当
初
予
算
額
）
に
記
載
し
た
と
お
り

で
す
。

　

本
予
算
は
予
算
審
査
特
別
委
員
会

を
設
置
し
て
審
査
を
行
い
、
そ
の
後

本
会
議
に
諮
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
一
般
会
計
（
第
10
号
・
11
号
）

　

感
染
防
止
対
策
協
力
支
援
金
支
給

事
業
費
、
指
定
管
理
者
安
定
運
営
支

援
事
業
費
、
障
が
い
者
給
付
費
、
障

が
い
児
給
付
費
、
児
童
手
当
等
支
給

費
、
道
路
橋
梁
維
持
補
修
事
業
費
、

高
等
学
校
等
入
学
準
備
金
基
金
積
立

金
、
感
染
予
防
対
策
事
業
費
ほ
か
合

計
28
億
３
０
８
８
万
３
千
円
の
補
正

と
な
り
ま
し
た
。

▼
水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）

　

職
員
の
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費

と
し
て
、
２
０
０
万
３
千
円
の
増
額

補
正
及
び
地
方
公
営
企
業
法
施
行
令

第
17
条
に
基
づ
き
、
令
和
４
年
度
に

実
施
予
定
の
配
水
管
更
新
工
事
の
早

期
発
注
を
行
う
た
め
、
債
務
負
担
行

為
と
し
て
限
度
額
６
８
０
５
万
５
千

円
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

▼
下
水
道
事
業
会
計
（
第
３
号
）

　

地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
第
17
条

に
基
づ
き
、
令
和
４
年
度
に
実
施
予

定
の
分
流
化
事
業
の
早
期
発
注
を
行

う
た
め
、
債
務
負
担
行
為
と
し
て
限

度
額
５
２
０
０
万
円
を
計
上
し
た
も

の
で
す
。

令和４年度　各会計歳入歳出予算総括表

※産業廃棄物処理事業特別会計は、令和３年度をもって廃止されました。

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

土地区画整理事業

土 地 取 得 事 業

産業廃棄物処理事業

墓 園 事 業

駐 車 場 事 業

　　小　　　計　　

30,338,000 

6,913,237 

1,143,906 

5,123,227 

70,275 

513 

0 

88,966 

40,429 

13,380,553 

2,353,055 

4,646,867

50,718,475 

27,879,000 

6,651,867 

1,072,908 

4,884,016 

123,224 

20,440 

290,100 

80,057 

36,533 

13,159,145 

2,335,038 

4,582,770 

47,955,953 

2,459,000 

261,370 

70,998 

239,211 

△52,949 

△19,927 

△290,100 

8,909 

3,896 

221,408 

18,017 

64,097 

2,762,522 

8.8 

3.9 

6.6 

4.9 

△43.0 

△97.5 

△100.0 

11.1 

10.7 

1.7 

0.8 

1.4 

5.8 

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

　

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

（単位 :千円・%）

会　　計　　名 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 増減率 議決状況

水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

　 合 計 　

一　般　会　計

特
　
別
　
会
　
計
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条
　
　
例

▼
令
和
３
年
度
恵
庭
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
被
保

険
者
の
介
護
保
険
料
の
減
免
分
34
万

３
千
円
の
減
額
補
正
に
伴
い
、
国
か

ら
財
源
措
置
さ
れ
る
補
助
金
等
34
万

３
千
円
を
増
額
補
正
し
、
同
額
補
填

し
た
も
の
で
す
。

▼
令
和
３
年
度
恵
庭
市
産
業
廃
棄
物

処
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

産
業
廃
棄
物
の
受
入
量
が
計
画
を

下
回
る
こ
と
に
よ
り
、
手
数
料
収
入

が
減
額
と
な
る
見
込
み
の
た
め
、
一

般
会
計
繰
入
金
１
６
７
６
万
１
千
円

を
増
額
補
正
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　

（
以
上
６
件　

全
会
一
致
）

▼
恵
庭
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

昨
年
８
月
の
人
事
院
の
「
公
務
員

人
事
管
理
に
関
す
る
報
告
」
及
び

「
人
事
院
の
意
見
の
申
出
」
に
お
い

て
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
等
と
仕
事

の
両
立
支
援
の
た
め
の
措
置
を
講
じ

る
こ
と
と
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
準
拠

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
っ
た

も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

平
成
30
年
８
月
の
人
事
院
の
「
公

務
員
人
事
管
理
に
関
す
る
報
告
」
に

お
い
て
、
超
過
勤
務
命
令
を
行
う
こ

と
が
出
来
る
上
限
を
人
事
院
規
則
で

定
め
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
さ

れ
、
そ
の
内
容
に
準
拠
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進

に
関
す
る
法
律
」
及
び
「
住
宅
の
品

質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
引
用
条
文
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

▼
恵
庭
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
制
度

を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
い
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
未

就
学
児
の
均
等
割
保
険
税
の
軽
減
措

置
が
講
じ
ら
れ
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
営
牧
場
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

牧
場
使
用
料
の
見
直
し
に
よ
る
将
来

に
亘
る
牧
場
の
機
能
維
持
及
び
国
有

林
の
地
番
変
更
、
土
地
の
分
筆
に
よ

る
牧
場
の
位
置
、
面
積
の
見
直
し
の

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

▼
恵
庭
市
花
の
拠
点
設
置
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

花
の
拠
点
設
置
条
例
に
規
定
さ
れ

た
施
設
の
う
ち
、｢

多
目
的
交
流
物

産
館
」
が
解
体
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

▼
恵
庭
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

令
和
４
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

る
「
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
成
年
年
齢
が
「
二
十

歳
」
か
ら
「
十
八
歳
」
引
き
下
げ
ら

れ
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
っ
た

も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
高
等
学
校
等
入
学
準
備
金

支
給
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

入
学
準
備
金
の
額
を
「
１
万
５
千

円
」
か
ら
「
３
万
円
」
に
増
額
す
る

こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
も
の
で
す
。

▼
恵
庭
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

昨
年
８
月
の
人
事
院
勧
告
を
受

け
、
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
、
議

員
の
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
６
月

及
び
12
月
共
に
１
０
０
分
の
２
１
５

に
改
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

（
以
上
９
件　

全
会
一
致
）

▼
恵
庭
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

職
員
の
給
与
支
給
に
つ
い
て
、
令
和

３
年
８
月
10
日
の
人
事
院
勧
告
ど
お

り
、
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
０
．

15
ヶ
月
分
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

（
以
上
１
件　

賛
成
多
数
）

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
財
産
の
種
類　

小
学
校
学
習
用
コ

　

ン
ピ
ュ
ー
タ
４
６
６
台

・
契
約
金
額　

３
０
４
２
万
６
千
円

・
契
約
の
相
手
方　

野
村
家
電
販
売

　

株
式
会
社

・
取
得
目
的　

市
内
小
学
校
に
お
け

　

る
学
習
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備

▼
市
営
住
宅
恵
央
団
地
６
号
棟
新
築

工
事
の
内
建
築
工
事
の
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

・
工
事
内
容　

市
営
住
宅
恵
央
団
地

　

６
号
棟
新
築
工
事
の
内
建
築
工
事

・
契
約
金
額　

６
億
９
６
０
８
万
円

・
契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社
玉
川

　

組
▼
市
道
の
認
定
に
つ
い
て

　

島
松
旭
町
地
区
開
発
行
為
区
域
内

の
道
路
を
新
た
に
市
道
と
し
て
認
定

し
た
も
の
で
す
。

　
　
　

（
以
上
３
件　

全
会
一
致
）

　
▼
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
断
固
抗
議
す
る
決
議

　
　
　

（
以
上
１
件　

全
会
一
致
）

　
▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　

市
道
南
19
号
島
松
線
に
お
い
て
除

雪
作
業
中
の
直
営
歩
道
除
雪
車
が
、

歩
道
上
の
信
号
機
に
接
触
し
、
当
該

信
号
機
を
損
傷
さ
せ
た
事
故
で
、
和

解
及
び
損
害
賠
償
額
が
決
定
し
た
も

の
で
す
。

・
賠
償
額　

６
万
５
０
０
円

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　

市
道
南
20
号
島
松
線
と
市
道
島
松
中

通
の
交
差
点
に
お
い
て
排
雪
作
業
中
の

直
営
貨
物
自
動
車
が
道
路
横
断
中
の
歩

行
者
と
接
触
し
、
当
該
歩
行
者
を
負
傷

さ
せ
た
事
故
で
、
和
解
及
び
損
害
賠
償

額
が
決
定
し
た
も
の
で
す
。

・
賠
償
額　

32
万
１
２
１
９
円

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　

市
道
戸
磯
工
業
団
地
３
番
線
に
お

い
て
公
用
自
動
車
が
走
行
中
の
自
動

車
に
接
触
し
、
当
該
自
動
車
を
損
傷

さ
せ
た
も
の
で
、
和
解
及
び
損
害
賠

償
額
が
決
定
し
た
も
の
で
す
。

・
賠
償
額　

46
万
７
２
２
１
円

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　

市
道
南
20
号
島
松
線
と
市
道
西
６

線
の
交
差
点
に
お
い
て
、
除
雪
作
業

中
の
直
営
歩
道
除
雪
車
が
歩
道
上
の

信
号
機
に
接
触
し
、
当
該
信
号
機
を

損
傷
さ
せ
た
事
故
で
、
和
解
及
び
損

害
賠
償
額
が
決
定
し
た
も
の
で
す
。

・
賠
償
額　

37
万
４
千
円

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　

国
道
36
号
線
を
緊
急
走
行
中
の
救

急
車
が
自
動
車
と
接
触
し
、
当
該
自

動
車
の
バ
ン
パ
ー
を
損
傷
さ
せ
た
事

故
で
、
和
解
及
び
損
害
賠
償
額
が
決

定
し
た
も
の
で
す
。

・
賠
償
額　

４
万
２
９
７
９
円

そ
の
他
の
議
案

決
　
議
　
案

報
　
　
　
告

議
決
し
た
議
案



▼
入
院
治
療
の
対
象
者
の
重
点
化
及

び
そ
れ
以
外
の
患
者
は
自
宅
療
養
を

基
本
と
す
る
対
応
を
可
能
と
す
る
政

府
方
針
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
陳
情

▼
石
炭
火
力
に
よ
る
発
電
量
を
ゼ
ロ

と
す
る
目
標
年
限
を
表
明
す
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情

　
　
　

（
以
上
２
件　

賛
成
少
数
）

▼
地
方
創
生
と
感
染
症
対
策
に
資
す

る
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
求
め
る
意

見
書

▼
台
湾
の
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
へ
の
積

極
的
な
支
持
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　

（
以
上
２
件　

全
会
一
致
）

▼
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
関
す
る

手
続
き
の
簡
素
化
と
対
象
職
種
の
拡

大
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　

（
以
上
１
件　

賛
成
少
数
）
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請
願
・
陳
情

不
採
択
２
件

意

見

書

可
決
３
件

会  派  名

議席番号

議  員  名

議 案 名 等

恵義会 恵義会 歩む会 民主・
春風の会 清　和　会公明党

※この表は賛否が分かれた案件のみ掲載しています。

恵庭市議会では、３月８日に本会議を開催し、ロシアに対し
ウクライナへの即時攻撃停止と完全撤退を求めるため、
「ロシアによるウクライナ侵攻に断固抗議する決議案」を
審議し、全会一致でこれを可決しました。
本市議会での決議案の審議は、平成２９年１０月１２日に全
会一致で可決した「朝鮮民主主義人民共和国のミサイル発
射及び核実験に抗議する決議」以来となりました。

凡例 ： 議……議長　　○……賛成　　×……反対　　欠……欠席　　除……除斥　　退……退席

諸派

2/17

2/17

3/22

3/22

不採択

議決結果

不採択

可決

可決

議

議

議

議

入院治療の対象者の重点化及
びそれ以外の患者は自宅療養
を基本とする対応を可能とする
政府方針の撤回を求める意見
書の提出を求める陳情
石炭火力による発電量をゼロと
する目標年限を表明することを
求める意見書の提出を求める
陳情

介護職員の処遇改善に関する
手続きの簡素化と対象職種の
拡大を求める意見書

恵庭市職員の給与に関する条
例の一部改正について

議 

決 

月 

日

公
明
党

伊　

藤　

雅　

暢

早　

坂　

貴　

敏

市　

川　

愼　

二

前　

田　

孝　

雄

長　

谷　

文　

子

石　

井　

美　

季

宮　
　
　

利　

徳

南　

出　

典　

彦

澁　

谷　

敏　

明

武　

藤　

光　

一

柏　

野　

大　

介

新　

岡　

知　

恵

川　

原　

光　

男

鷹　

羽　
　
　

茂

林　
　
　

謙　

治

岩　

井　

利　

海

生　

本　

富
士
代

松　

島　
　
　

緑

川　

股　

洋　

一

小　

橋　
　
　

薫

野　

沢　

宏　

紀

212019181716151413121110987654321

× × × × × × × × ○ × × × × × × × × × × ×

× × × × × × × × ○ × × × × × × × × × × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■議案等審議結果

会議録の閲覧

本会議等会議録
アクセスQRコード

常任委員会会議録
アクセスQRコード

本会議や常任委員会などの会議録を閲覧することができます。
下記QRコードをご利用ください。

２月１５日付で、林　謙治 
議員が諸派から自民党 
恵義会に所属会派を変更
しましたので、お知らせし
ます。

【所属会派の変更】
ロシアによるウクライナ侵攻に断固抗議する決議

請
願
・
陳
情
・
意
見
書
・
議
案
等
審
議
結
果
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